
令和 元 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

1. ほぼ全ての利用者が

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

62
利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

61
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

1. 毎日ある

66
グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

1. ほぼ全ての利用者の

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php
「花うさぎ大橋」は、地域に開かれた事業所として、5年前に開設された小規模多機能型居宅介護、住
宅型有料老人ホーム併設のグループホームである。運営推進会議を通して得られた情報を基に、地
域の行事や活動に準備段階から積極的に参加し、目の前にある中学校との交流、子ども110番の登
録等、年々地域との関係を深めている。協力医療機関と看護師、介護職員の連携で、２４時間安心の
体制が整い、看取りの支援にも取り組んでいる。家族会を年２回開催し、利用者の写真入りの便りを
配布し、丁寧な対応によって、「安心できる。感謝している。」と、家族と信頼関係を築いている。また、
職員の処遇改善や働きやすい職場作りに取り組み、管理者を中心に風通しの良い職場で職員が定
着し、活発に要望や提案を発信して、利用者の安心と尊厳のある暮らしの実現に向けて取り組んでい
る、グループホーム「花うさぎ大橋」である。

評価機関名  特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

所在地  福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

訪問調査日 平成３１年０４月２３日

所在地 〒815-0033　福岡県福岡市南大橋３丁目１９番１５ 号　　℡ 092-511-1112

自己評価作成日 平成３１年０３月０４日 評価結果確定日 令和 元年０５月０８日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4091100224 運営推進会議で、町内や、校区から行事の参加とともに、準備のお手伝いなど依頼があれ
ば、準備のお手伝いに出向き、地域との関わりをもっている。ユニフォームや一部の職員の顔
も覚えて頂き、地域の方からも声をかけやすいと言ってくださるようになった。校区や隣接する
中学校でも、高齢者用のテントを設けてくださるようにもなり、地域にも認められるように感じて
いる。また、ご意見で、建物自体がどういう建物でどこから入ったらいいかもわかりづらいとあ
り、看板の設置を行った。アドバイスを活かした取り組みもできている。小学校からも、協力い
ただき、こども110番の家の登録もできている。

法人名 大和ケアサービス　株式会社

事業所名 グループホーム　花うさぎ大橋

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会




















